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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリマー溶融物から遊離された蒸気の逃散を可能にするように適合された、複数の側面
開口部を有する支持構造体並びに
　支持構造体内に配置された、ポリマー流を細分割するための供給物スプリッター及び２
個又はそれ以上の垂直に配置されたバッフルの列を含んでなり、
　２個又はそれ以上の垂直に配置された列が、最高に配置された列、最低に配置された列
及び任意的な中間に配置された１個又はそれ以上の列を有し、２個又はそれ以上の垂直に
配置された列のそれぞれの列が複数のバッフルを含み、その複数のバッフルが、ポリマー
溶融物が複数のバッフルの１個のバッフルに接触したとき、ポリマー溶融物が重力下で下
方向に移動するように角度を付けられ、同じ方向に傾いており、そして最低に配置された
列以外の、２個又はそれ以上の垂直に配置された列のそれぞれの列が、ポリマー溶融物を
、より低い垂直に隣接する列に輸送するように適合されている高い粘度を有するポリマー
溶融物を重合するための、竪型重力流駆動重合反応器用のモジュール式アセンブリ。
【請求項２】
　２個又はそれ以上の垂直に配置された列のそれぞれの列が複数の平行なバッフルを含む
請求項１に記載のアセンブリ。
【請求項３】
　単一の列内の複数のバッフルのそれぞれのバッフルの間の距離が、定常状態運転の間に
、ポリマー溶融物がアセンブリを貫通して流れるとき、ポリマー溶融物が水平に隣接する
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バッフルの間の距離の少なくとも１０％の厚さである請求項１に記載のアセンブリ。
【請求項４】
　複数のバッフルのそれぞれのバッフルが、水平面から測定したとき、１０～８０度の角
度で配置されている請求項１に記載のアセンブリ。
【請求項５】
　２個又はそれ以上の垂直に配置された列のそれぞれの列が８～６０個のバッフルを含む
請求項１に記載のアセンブリ。
【請求項６】
　垂直に配置された列が複数のバッフルを含み、１列内の複数のバッフルのそれぞれのバ
ッフルが２．５４～２５．４ｃｍ（１～１０インチ）の最小距離で分離されている請求項
１に記載のアセンブリ。
【請求項７】
　垂直に配置された列が複数のバッフルを含み、１列内の複数のバッフルのそれぞれのバ
ッフルが５．０８～２０．３２ｃｍ（２～８インチ）の最小距離で分離されている請求項
１に記載のアセンブリ。
【請求項８】
　最低に配置された列以外の２個又はそれ以上の垂直に配置された列のそれぞれの列が、
それぞれのバッフルがポリマー溶融物を最も近い下にある垂直に配置されたバッフルに輸
送するように、ポリマー溶融物を、より低い垂直に隣接する列に輸送するように適合され
ている請求項１に記載のアセンブリ。
【請求項９】
　ポリマー溶融物を最も近い下にある垂直に配置されたバッフルに輸送するそれぞれのバ
ッフルが、更に、１個又はそれ以上のバッフル延長部を含む請求項８に記載のアセンブリ
。
【請求項１０】
　１個又はそれ以上のバッフル延長部が、それぞれのバッフルの底縁から伸びている複数
のロッド状突起を含み、この突起がポリマー溶融物を最も近い下にある垂直に配置された
バッフルに輸送するように適合されている請求項９に記載のアセンブリ。
【請求項１１】
　支持構造体が対面する側面の第一対及び対面する側面の第二対を含み、２個又はそれ以
上の垂直に配置されたバッフルの列が対面する側面の第一対の間に配置され、そして複数
のバッフルのそれぞれのバッフルが対面する側面の第二対の間に配置されている請求項１
に記載のアセンブリ。
【請求項１２】
　対面する側面の第二対に、ポリマー溶融物から遊離された蒸気の逃散を可能にするよう
に適合された複数の開口部が含まれている請求項１１に記載の支持構造体。
【請求項１３】
　ポリマー溶融物から遊離された蒸気の逃散を可能にするように適合された、複数の開口
部が、複数のバッフルの２個の隣接するバッフルの間の隙間に隣接している請求項１２に
記載の支持構造体。
【請求項１４】
　供給物スプリッターから又は１個又はそれ以上のポリマー入口から流れるポリマー溶融
物を分割するように適合された、１個又はそれ以上のポリマー溶融物流分割器を更に含む
請求項１に記載のアセンブリ。
【請求項１５】
　垂直に配置された格納手段内に配置されている請求項１に記載のアセンブリを含んでな
る重合反応器。
【請求項１６】
　ａ）ポリマー溶融物を、ポリマー溶融物の重合度を増加させるために十分な温度及び圧
力で、アセンブリの中に導入する工程（このアセンブリは供給物スプリッター及び２個又
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はそれ以上の垂直に配置されたバッフルの列を含み、２個又はそれ以上の垂直に配置され
た列は最高に配置されたバッフルの列、最低に配置されたバッフルの列及び任意的な中間
に配置された１個又はそれ以上のバッフルの列を有し、２個又はそれ以上の垂直に配置さ
れた列のそれぞれの列は複数のバッフルを含み、複数の平行なバッフルは、ポリマー溶融
物が複数のバッフルの１個のバッフルに接触したときに、ポリマー溶融物が重力下で下方
向に移動するように角度を付けられ、同じ方向に傾いており、そして最低に配置された列
以外の、２個又はそれ以上の垂直に配置された列のそれぞれの列は、ポリマー溶融物を、
より低い垂直に隣接する列に輸送するように適合されている）
　ｂ）最高に配置されたバッフルの列をポリマー溶融物と接触させる工程、
　ｃ）任意的な中間のバッフルの列をポリマー溶融物と接触させる工程、
　ｄ）最低に配置されたバッフルの列をポリマー溶融物と接触させる工程並びに
　ｅ）ポリマー溶融物をアセンブリから取り出す工程（ここで、アセンブリから取り出さ
れたポリマー溶融物は、ポリマー溶融物がアセンブリの中に導入されたときよりも高い重
合度を有する）
を含んでなるポリマー溶融物中の重合度の増加方法。
【請求項１７】
　温度が２５０～３２０℃である請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　圧力が０．２～３０トールである請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　２個又はそれ以上の垂直に配置された列のそれぞれの列が複数の本質的に平行なバッフ
ルを含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
　複数のバッフルのそれぞれのバッフルの間の距離が、定常状態運転の間に、ポリマー溶
融物がアセンブリを貫通して流れるとき、ポリマー溶融物が、水平に隣接するバッフルの
間の距離の少なくとも１０％の厚さである請求項１６に記載の方法。
【請求項２１】
　最低に配置された列以外の、２個又はそれ以上の垂直に配置された列のそれぞれの列が
、それぞれのバッフルがポリマー溶融物を最も近い下にある垂直に配置されたバッフルに
輸送するように、ポリマー溶融物を、より低い垂直に隣接する列に輸送するように適合さ
れている請求項１６に記載の方法。
【請求項２２】
　ポリマー溶融物を最も近い下にある垂直に配置されたバッフルに輸送するそれぞれのバ
ッフルが１個又はそれ以上のバッフル延長部を更に含む請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　１個又はそれ以上のバッフル延長部が、それぞれのバッフルの底縁から伸びている複数
のロッド状突起を含み、この突起がポリマー溶融物を最も近い下にある垂直に配置された
バッフルに輸送する請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　支持構造体が対面する側面の第一対及び対面する側面の第二対を含有する囲いを含み、
２個又はそれ以上の垂直に配置されたバッフルの列が対面する側面の第一対の間に配置さ
れ、そして複数のバッフルのそれぞれのバッフルが対面する側面の第二対の間に配置され
ており、そして対面する側面の第二対にポリマー溶融物から遊離された蒸気の逃散を可能
にするように適合された複数の開口部が含まれている請求項１６に記載の方法。
【請求項２５】
　ポリマー溶融物から遊離された蒸気の逃散を可能にするように適合された、複数の開口
部が複数のバッフルの２個の隣接するバッフルの間の隙間に隣接している請求項２４に記
載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は重縮合生成物、例えば線状ポリエステル及びコポリエステルの製造用の装置に
関する。更に詳しくは、本発明は竪型配置重合反応器内で使用するための改良された反応
器内部コンポーネントの設計に関する。
【背景技術】
【０００２】
　重縮合反応によるポリマー材料、例えばポリエステル及びコポリエステルの製造方法に
は、分子のポリマー官能基が互いに反応して、より長い分子鎖分子を製造するとき、副生
物の遊離が含まれる。典型的には、ポリマーの分子増大を駆動するために、反応混合物か
らのこれらの遊離された副生物分子の抽出が必要である。副生物化合物が除去されなかっ
た場合には、化学平衡によって、形成されたポリマー鎖の長さが抑制される。これらの重
縮合反応系の多くに於いて、遊離された副生物を抽出するための好ましい方法は副生物を
反応混合物から蒸発除去することである。
【０００３】
　副生物の蒸発及び重縮合材料の付随する製造を容易にするために、種々の反応器設計及
び多段反応システムが設計され、そして運転されてきた。（少なくとも、低乃至中分子量
ポリマー材料の製造のための）このような重縮合反応のための最も経済的な設計は、一連
の攪拌槽反応器である。熱移動及び液体－蒸気表面積更新を増強するために、機械的撹拌
、熱サイフォンリボイラー及び／又は単純なバブル撹拌を使用する、これらの反応器シス
テムに於いて、大量の材料を製造することができる。都合の悪いことに、重合度（「ＤＰ
」）が増加するとき、ポリマー溶融物の粘度が劇的に増加する。従って、攪拌機設計の実
際的制限のために、これらの材料の高い粘度によって、液体－蒸気表面を更新する容量が
大きく減少し、従って、攪拌槽反応器の物質移動効率が低下する。
【０００４】
　上記の特徴に加えて、他の運転パラメーターが、重縮合方法に於いて制限され得る。例
えば反応速度論及び反応副生物の揮発度を増加させるために、より高い温度が望ましい。
副生物の、より高い揮発度は、反応混合物中の副生物濃度を低下させ、それによって重合
反応を促進する。しかしながら、分解反応に対するポリマー材料の温度感受性は、重合度
を促進する手段としての、ますます高い温度の使用を制限する。同様に、副生物の揮発性
は、低い運転圧力の使用によって更に上昇させることができる。しかしながら、極めて低
い運転圧力の使用は、低い運転圧力を達成するコスト及び真空源の中へのポリマーの伴出
を防止するために必要である反応器蒸気空間の量によって制限される。更に、ポリマープ
ールの深さは、低圧重縮合反応器内の反応体積の有効使用を阻害し得る。特に、反応混合
物の過剰の深さは、揮発性副生物が流出する前に通らなくてはならない拡散及び対流通路
を増加させる。更に、ポリマープールの深さが増加したとき、プールのより深い部分は、
より大きい静水圧力を受ける。液体内のより高い局部圧力は、副生物泡の形成を阻害し、
副生物の遊離を妨害し、重合を促進するための反応体積の有効使用を妨害する。
【０００５】
　上記の理由のために、重合度を増加させることによって、単純な攪拌槽反応器を、特殊
化した反応装置によって置き換えることが必要になる。このような特殊化した反応装置は
、所望の重合度を達成するために、前記の運転制限の１個又はそれ以上を克服しなくては
ならない。現在、動的アプローチ及び静的アプローチとして最善であると記載されている
、増強した液体－蒸気表面更新のための２個の基本的アプローチが存在する。
【０００６】
　第一のアプローチは、それが、液体－蒸気表面更新を増強するための可動機械的デバイ
スの使用を含む点で、動的アプローチと呼ぶことができる。前記のように、増強された液
体－蒸気表面更新によって、副生物の遊離が容易になる。動的アプローチで、反応器壁を
貫通する回転シャフト又はシャフト群の周りに、シールが必要である。これらのシールは
、空気が、反応器の中に漏洩するのを防止するように維持しなくてはならない。また、動
的アプローチで、容器のサイズ及び生成物の粘度が増加するとき、機械的コンポーネント
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のサイズは、荷重に於ける増加を扱うために増加しなくてはならない。第二のアプローチ
は、液体－蒸気表面更新のために、可動デバイスが使用されない点で、静的アプローチと
して参照することができる。この後者のアプローチは、薄いポリマー膜を作るために、垂
直落下と組み合わせて重力を使用する。典型的には、このようなポリマー膜は、垂直落下
の間にトレイの間を流れる。垂直落下膜によって作られた剪断及び表面折り返し(turnove
r)効果と組合された薄いポリマー膜は、副生物の遊離を増強することによって重合反応を
駆動する。
【０００７】
　垂直落下と組合せて重力を使用することを開示している先行技術の特許には、特許文献
１、特許文献２、特許文献３、特許文献４、特許文献５及び特許文献６が含まれる。以前
のトレイ設計では、容器の断面積の大部分を使用した、垂直方向に空間が設けられた円形
トレイ（中空円形及び分裂された円形と組合せた全円形）が使用された。これらの円形ト
レイ反応器では、液体ホールドアップのために、利用可能な圧力容器の水平断面の大部分
が使用される。幾つかの設計に於いて、円形トレイの次に中空円形トレイが設けられ、そ
うしてディスク－アンド－ドーナッツ配置が形成されていた。従って、ポリマーは、それ
がトレイからトレイに通過するとき、円形縁を越えて流れた。従って、遊離したガス副生
物は、円形開口部及び環状開口部を通って流れた。他の設計に於いて、トレイは分裂され
て、ポリマーが、次のトレイに落下する前にオーバーフローするための直線縁が設けられ
ていた。分裂されたトレイ設計によって、また、ポリマーがそれを越えて流れる直線縁と
容器壁との間の、ガス副生物が通過できる開口領域も設けられた。しかしながら、両方の
設計で、トレイからの蒸発した副生物は、ポリマー溶融物が流れるとき、同じ空間を通っ
て流れるように強制された。この問題に取り組むために、円形トレイの直径は、反応器容
器の直径よりも幾らか小さく製造された。得られた環状空間は、蒸気移動を、それぞれの
トレイから流出させ、そしてポリマー流れの通路の外側にある通路に沿って、反応器容器
の蒸気排出ノズルの方に移動させるために使用された。単純な円形トレイ設計の欠点は、
非常に遅い移動又はトレイ上の淀んだ領域の存在である。これらの淀んだ領域内のポリマ
ーは、加熱され過ぎ、過剰に粘稠になり、架橋し及び／又は分解し、その結果としてゆっ
くり固化する傾向がある。最終的結果は有効反応体積の損失である。
【０００８】
　次の世代の設計者はトレイの形状を円形から他の幾何学的形状に変化させた。彼らは反
応体積として全部が有効ではないデッドゾーンを取り除いた。デッドゾーンは、ポリマー
の過剰加熱のために分解生成物の高いレベルをもたらす領域であるので、デッドゾーンの
除去によって、また、生成物品質が改良された。都合の悪いことに、これらの非円形状ト
レイは円筒形加圧容器の断面積の有効使用を増加させなかった。
【０００９】
　特許文献１及び特許文献２のより最近の発明の基本は、液体デッドゾーン領域を最小に
し、そしてチャネリングを防止するポリマー溶融物流通路を与えながら、円筒形圧力容器
の断面積を一層効率的に使用する中空円形トレイである。この最終的結果は、非円形状ト
レイに比較したとき、液体保持のために利用可能なトレイ領域に於ける約４０％の増加で
ある。このトレイ内の中央開口部はそれを通って蒸気副生物が除去される煙突を与えた。
【００１０】
　しかしながら、前述のように、ポリマープールの深さは、また、低い運転圧力での反応
体積の有効な使用を阻害し得る。所定の運転圧力（真空レベル）で、より深いポリマー深
さの負の影響は重合度に比例して増加する。これは、ポリマー鎖の成長によって、ポリマ
ー末端基の濃度が低下するので、重合のための化学平衡駆動力が低下するためである。従
って、許容できる結果を得るために、ポリマー溶融物から重縮合副生物を遊離するための
機構は、更に増強されなくてはならない。より高い重合度で、これは、十分に低いレベル
の副生物が溶融物中に残って、重合が効率的に進行できるように必要である。しかしなが
ら、他の重要な要因は、重合が、より高い重合度まで進行したとき、粘度が実質的に増加
することである。
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【００１１】
　十分に高い粘度で、本質的に水平のトレイを利用するトレイ設計は、高いポリマー生産
量と浅いポリマー深さとの両方の所望の組合せを達成できない。特許文献３に於けるＬｅ
ｗｉｓ等の設計は、ポリマー流の下方への傾斜トレイを有することによって、ポリマー深
さに対する制御の度合を達成している。成功したトレイの傾斜は、ポリマーがその過程に
沿って重合するとき、ポリマーの予想増加粘度のために増加している。特許文献３で特許
請求されている発明は、より高い生産量、更に高い粘度及び／又はより浅い開口深さを有
する、ポリマー系のためのこれらの傾斜したトレイ設計の拡張である。
【００１２】
　特許文献３のトレイ（ルーフ・アンド・トラフ(roof-and-trough)トレイ）は、また、
ポリマー流を、反応器の頂部から底部の方に、傾斜したトレイの上を移動する２個の等し
い流れ（一方の流路は他方の流路の鏡像である）に分割することによって、ポリマーの深
さの制御度合を達成した。単純な傾斜したトレイ超える特許文献３の設計革新は、真空環
境の中にトレイを包み込むために必要な反応器容器体積の減少であった。ポリマー流を分
割することによって、所望の勾配を達成するために、トレイについて必要な垂直寸法（垂
直落下）及び従って所望のポリマー深さが減少した。ルーフ・アンド・トラフ形状は、ト
レイの水平長さを切断し、ポリマー流のそれぞれの半分は、次のトレイの方に落下する前
に移動しなくてはならない。ポリマー流のそれぞれの半分は水平距離の半分を移動するの
で、それぞれについての滞留時間は、より短い全垂直高さを使用しながら、単純な傾斜し
たトレイとほぼ同じである。
【００１３】
　製造速度が増加すると、ルーフ・アンド・トラフ設計概念は、ポリマー流を、一般的に
二進法で、更に多くの（２個、４個、８個、・・・）等しい流れに分割することによって
拡張することができる。従って、反応器容器体積の良好な利用が、ポリマー生産量に適応
するように、容器のサイズが増加するとき維持される。
【００１４】
　しかしながら、Ｌｅｗｉｓのルーフ・アンド・トラフトレイ設計によっても、所望の重
合度はより高く進められ及び／又はより良い品質を達成するために、質量移動対滞留時間
運転窓は狭くされるので、反応器容器体積の利用は低下する。目標重合度がより高く進め
られるとき、ポリマー粘度は増加する。従って、同じポリマー深さの必要条件を維持する
ために、より急なトレイ勾配が必要である。同様に、質量移動を、浅いポリマー深さを目
標にすることによって増加させるべき場合、より急勾配のトレイが必要である。幾つかの
点で、勾配は本質的に垂直（水平から６０°よりも大きい勾配）になり、そして生産量と
粘度との所定の組合せのための、かなりの程度の薄い深さは、勾配を更に変更することに
よって達成できない。高い生産量、目標とする浅い深さ及び高い粘度のこの領域に於いて
、本明細書に記載した本発明のバッフルアセンブリモジュールは、所定の反応器容器断面
積内のポリマーシートの数を増加させ、それによって高い生産量及びより良い質量移動を
達成する。
【００１５】
【特許文献１】米国特許第５，４６４，５９０号明細書
【特許文献２】米国特許第５，４６６，４１９号明細書
【特許文献３】米国特許第４，１９６，１６８号明細書
【特許文献４】米国特許第３，８４１，８３６号明細書
【特許文献５】米国特許第３，２５０，７４７号明細書
【特許文献６】米国特許第２，６４５，６０７号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　従って、高い粘度、高い生産量及び浅いポリマー深さの組合せのための、竪型重力流駆
動重合反応器に於ける空間の一層効率のよい利用を行う重縮合反応器のための、改良され
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たトレイ設計についてのニーズが存在する。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本発明は、一つの態様に於いて、高い粘度、高い生産量及び薄いポリマー溶融物膜の組
合せのための、竪型重力流駆動重合反応器のための静止内部コンポーネントのバッフルア
センブリモジュールを提供することによって、先行技術の１個又はそれ以上の問題点を克
服する。本発明は、所望の重合度を達成するために、また重力及び垂直落下のアプローチ
を使用した、以前の設計の増強である。このような以前の設計は、特許文献１、特許文献
２、特許文献３、特許文献４、特許文献５及び特許文献６に開示されている。これらの特
許の全部の開示を、引用して本明細書に含める。本発明は、バッフルアセンブリモジュー
ルを含むコンポーネントの新規な配置の手段によって、重合が起こるために十分な液体ホ
ールドアップ時間をなお達成しながら、その上で液体が反応器の雰囲気と接触状態にある
増加した表面積を提供する。本発明のバッフルアセンブリモジュールには、支持構造体内
に装着された静止供給物スプリッター及びバッフル又はトレイの静止配置が含まれる。供
給物スプリッターは、流れるポリマー流を２個又はそれ以上の独立に流れる流に細分割し
て、自由表面の数が増加する結果になる、任意のデバイスである。ポリマー溶融物を分割
することによって、それを、その下に配置されているバッフルの配列に一層均一に適用す
ることができる。典型的には、その配列内のバッフル（トレイ）は、１列内のバッフルが
一定の上昇（即ち高さ）になるようにして、列群内に整列されている。
【００１８】
　バッフルの配列によって、その上を、供給物スプリッターからのポリマー流が流れる固
体表面が提供される。バッフル（トレイ）は、通常、水平面から少なくとも１０度配向し
ている。バッフルの列は、等しい高さで、複数の水平に空間を設けた平行な板を装着する
ことによって形成することができる。このような配列のために、１列内の隣接するバッフ
ルの間の直線又は垂直空間は好ましくは一定である。
【００１９】
　２個又はそれ以上のバッフル（トレイ）の列が、バッフルアセンブリモジュール内に垂
直に配置されている。バッフルアセンブリモジュール内の垂直に配置されたバッフルの列
は、典型的には最高に配置された列、最低に配置された列及び任意的な中間に配置された
１個又はそれ以上の列を有する。次いで、それぞれの列には、ポリマー溶融物がバッフル
に接触したとき、ポリマー溶融物が重力下で下方向に移動するように配置されている、１
個又はそれ以上のバッフルが含まれている。更に、それぞれの列内のバッフルは、平行方
式で配置されている。バッフルアセンブリモジュール内のバッフルの列の配置は、（最低
の列を除く）それぞれの列が、ポリマー溶融物を、より低い垂直に隣接する次のバッフル
の列に輸送するようなものである。バッフルアセンブリモジュール内のコンポーネントの
垂直配置に従って、必要な場合に反応器内に追加のバッフルアセンブリモジュールを積み
重ねることによって、ポリマー溶融物は、反応容器内部の垂直長さを段階的に落ちる。
【００２０】
　反応器容器は、バッフルアセンブリモジュールを取り囲む空間内で、圧力及び温度の両
方を制御するための手段を提供する。バッフルアセンブリモジュールは、ポリマー溶融物
の保持を与え、それによって、反応器内の液体滞留時間及び反応条件へのその露出を増加
させるために、容器内に装着されている。液体滞留時間は、液体－蒸気表面積に於ける増
加及びその再生の増強によって達成される増強された副生物遊離速度を維持するために十
分な重合動力学のための時間を可能にするために必要である。この設計は、ポリマー溶融
物のための一層自由な表面積を与えるのみならず、バッフル上のポリマーの深さが減少す
るように、一層平行な流路を提供する。
【００２１】
　バッフルアセンブリモジュールの頂上の供給物スプリッターの存在によって、１個のモ
ジュールから続くより低いモジュールへの、バッフル（トレイ）の数又は配向を変更する
ことが容易になる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　本発明者が現在知っている本発明を実施する最良の形態を構成する、現在好ましい本発
明の組成又は態様及び方法を、詳細に参照する。
【００２３】
　本発明の態様に於いて、ポリマー溶融物を重合するための反応器内に設置されるように
適合されたアセンブリが提供される。図１ａ、１ｂ、２ａ及び２ｂを参照して、バッフル
アセンブリモジュール１０は、支持構造体１２内に装着された静止供給物スプリッター及
び静止バッフルからなっている。供給物スプリッター及びバッフルは、それらが移動部品
を有しないし、それらが運転の間に移動もしないので、静止として参照される。
【００２４】
　バッフルアセンブリモジュール１０には、最も高い垂直に配置された列であるバッフル
の列２４及び最も低い垂直に配置された列である他のバッフルの列２６が含まれている。
バッフルアセンブリモジュール１０には、また、任意的に、１個又はそれ以上の、中間に
配置された列２８、３０、３２、３４が含まれている。垂直に配置されたバッフルの列２
４～３４のそれぞれの列には、複数のバッフル３６、３８、４０、４２、４４、４６が含
まれている。典型的に、それぞれの列は、約８個～約６０個のバッフルを有する。更に、
複数のバッフル３６～４６のそれぞれのバッフルは、ポリマー溶融物が、複数のバッフル
３６～４６の１個のバッフルに接触したとき、ポリマー溶融物が重力下で下方向に移動す
るように、角度を付けられ、同じ方向に傾いている。これに関連して、「同じ方向に傾い
ている」は、所定の列について複数のバッフルのそれぞれのバッフルが、ポリマー溶融物
流を同じ感じで向けていること、即ち、バッフルを端部から観察するとき、列内のそれぞ
れのバッフルについての流れが、左から右へ又は右から左へであることを意味する。換言
すると、それぞれの列内のバッフルは、実質的に平行であるか、さもないと１列内の２個
のバッフルは、９０度よりも大きい、それらの間の相対角度を有していない。更に、垂直
に配置された列２４～３４のそれぞれの列は、最も下に位置する列を除いて、ポリマー溶
融物を、より下の垂直に隣接する列の方に輸送する。更に、１個の列内のバッフルの間に
、一致する間隔が存在している。本明細書で使用する用語「一致する間隔（consistent c
learance）」は、ポリマー溶融物４６が、１個の列内の隣接するバッフルの間の隙間を埋
めるのを防止するために十分な距離ほど、バッフルが分離されていることを意味する。
【００２５】
　供給物スプリッターは、ポリマー流をバッフルの上に均一に細分割するために使用する
ことができる任意のデバイスである。供給物スプリッターは、適切に配置された開口部を
加えることによって、板から形成することができる。また、ロッド、バー、パイプ、半パ
イプ及びアングルの列を、供給物スプリッターを形成するように、容易に配列することが
できる。
【００２６】
　バッフルアセンブリモジュール１０には、孔あき板を使用して流を分割する供給物スプ
リッターボックスが含まれている。流分割ポート１４、１６、１８及び２０の列を通って
流れた後、ポリマー溶融物は、追加の流分割器４８、５０、５２、５４の上に衝突する。
これらの追加の分割器４８、５０、５２及び５４は、分割ポート１４、１６、１８及び２
０の列の数が、１列内のバッフルの数の半分に等しいとき必要である。図示されているよ
うに分割器４８、５０、５２及び５４は、半円形板（半パイプ）から製造される。しかし
ながら、曲がっている板（即ちアングル）のような他の形状も使用できることが認められ
るべきである。支持構造体１２には、典型的には、対面する側面６０、６２の第一対及び
対面する側面６４、６６の第二対が含まれている。バッフルの列２４～３４は、対面する
側面６０、６２の第一対の間に配置され、そしてバッフル列２４～３４のそれぞれのバッ
フルは、対面する側面６４、６６の第二対の間に配置されている。更に、対面する側面６
４、６６の第二対には、ポリマー溶融物から遊離された蒸気の逃散（escape of vapor）
を可能にするように適合された、複数の開口部２２が含まれている。
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【００２７】
　図３を参照して、本発明のバッフルアセンブリモジュール内のポリマー溶融物の流を示
す図解が提供される。ポート７２を通って入るポリマー溶融物７０は、バッフルアセンブ
リモジュール１０の頂部で導入される。ポリマーは、板７４上を下方に流れる。次いで、
ポリマー溶融物７０は、板７４内に配置されている分割ポート１４、１６、１８及び２０
の列を通って流れる。分割ポート１４、１６、１８、２０の列を通る流は、ポリマー溶融
物７０の流を分割するように作用する。次いで、ポリマー溶融物７０は、流分割器４８、
５０、５２、５４の上に衝突し、流れ分割器は、更に、この流を、流れ流７６、７８、８
０、８２、８４、８６、８８、９０に分割し、これらの流れ流は、最上列２４のバッフル
３６のそれぞれの上を流れる。次いで、ポリマー溶融物７０は、バッフル３６を下方に、
次いでバッフル３８の上に流れるように進み、流れ流７６～９０のそれぞれは、バッフル
３８の最も近いバッフルの上に流れる。この工程は、最も低いバッフル４６の列に達する
まで、バッフルのそれぞれの列について繰り返される。列２４～３４のそれぞれ内のバッ
フル３６～４６は、側面から見たとき、水平面から測定したとき角度αほど角度を付けら
れている。典型的に、αは、水平面から測定したとき、約１０度～約８０度である。更に
、側面から見たとき、バッフルの所定の列は、ポリマー溶融物７０の流を、左から右へ又
は右から左へ下方に向ける。更に、それぞれの列に於いて、左から右へ又は右から左へ進
行する際の感じは、隣接する列の間で交替する。このバッフル（トレイ）設計の他の価値
のある面は、それが、ルーフ・アンド・トラフトレイ設計のポリマー折り返し面を維持す
ることである。ポリマーがバッフルからバッフルに流れるとき、層流状態にあるポリマー
流の２個の側面は、交互に、蒸気－液体界面に露出される。１個のバッフルのポリマー流
の上面にあったポリマーは、次のバッフルの床に対してプールの底にあり、逆の場合も同
じであり、流の底にあったポリマーは、流れ流の上面にあり、次のバッフル上で蒸気に露
出される。しかしながら、所定の列２４～３４のそれぞれのバッフルは、同じ感じで流を
向けるであろう。従って、典型的には、列２４～３４の所定の列のそれぞれのバッフルは
、実質的に平行であろう。平行ではないバッフルも、１個の列内の全てのバッフルの方向
感じが同じである限り、本発明の範囲内である。
【００２８】
　流れ流７６～９０の厚さの、バッフル又はトレイ形状及び流体物理的特性に対する関係
は、式（Ｉ）によって近似される。
【００２９】
　　（３Ｆμ）／（ρｇｄ3）＝ＷＮ sin(α)　　　　　（Ｉ）
【００３０】
式中、Ｆは反応器を通過するポリマーの全質量流であり、ｇは重力に起因する加速度であ
り、ｄは図３に示されるようなポリマー溶融物の厚さであり、μはポリマー溶融物動的粘
度であり、ρはポリマー溶融物密度であり、Ｗはバッフルの幅であり、Ｎは１列内のバッ
フルの数であり、そしてαは水平面に対するバッフルの勾配を規定する角度である。典型
的には、角度αは、水平面に対して、約１０度～約８０度であろう。
【００３１】
　図４を参照して、バッフルの配置を示す線図が提供される。与えられたαについて、ｄ

1は、単一の列内のそれぞれのバッフルの間の垂直距離であり、ｄ2は、垂直に隣接するバ
ッフルの列の間の水平オフセットの距離であり、ｄ3は隣接するバッフルの列の間の垂直
オフセット又は隙間であり、ｄ4はそれぞれのバッフルの水平スパンであり、そしてｄ5は
それぞれのバッフルの垂直落下である。距離ｄ1は、典型的には、約２．５４～２５．４
ｃｍ（約１～１０インチ）である。他の変形に於いて、ｄ1は、約５．０８～２０．３２
ｃｍ（約２～８インチ）である。更に他の変形に於いて、ｄ1は、約１０．１６～１２．
７０ｃｍ（約４～５インチ）である。典型的には、複数のバッフルのそれぞれのバッフル
の間の距離は、定常状態運転の間に、ポリマー溶融物がバッフルアセンブリモジュールを
貫通して流れるとき、ポリマー溶融物が、列内の隣接するバッフルの間の距離の少なくと
も１０％の厚さのものであるようなものである。典型的には、ｄ2は約２．５４～１２．
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７０ｃｍ（約１～５インチ）であり、ｄ3は約０～１５．２４ｃｍ（約０～６インチ）で
あり、ｄ4は約１０．１６～１２１．９２ｃｍ（約４～４８インチ）であり、そしてｄ5は
約１０．１６～１２１．９２ｃｍ（約４～４８インチ）である。他の変形に於いて、ｄ2

は約５．０８～１０．１６ｃｍ（約２～４インチ）であり、ｄ3は約２．５４～７．６２
ｃｍ（約１～３インチ）であり、ｄ4は約１５．２４～３０．４８ｃｍ（約６～１２イン
チ）であり、そしてｄ5は約２０．４８～６０．９６ｃｍ（約８～２４インチ）である。
他の変形に於いて、定常状態運転の間に、ポリマー溶融物は列内の隣接するバッフルの間
の距離の少なくとも２０％の厚さのものである。更に他の変形に於いて、定常状態運転の
間に、ポリマー溶融物は列内の隣接するバッフルの間の距離の少なくとも４０％の厚さの
ものである。
【００３２】
　本発明の変形に於いて、１個又はそれ以上のバッフル延長部が、ポリマー溶融物を次の
垂直に配置されたバッフルに輸送する、それぞれのバッフルの底縁に取り付けられている
。図５ａ～ｆを参照して、ポリマー溶融物流へのバッフル延長部の効果を示す図解が提供
される。図５ａに於いて、バッフル１００は、ポリマー溶融物１０２をバッフル１０４に
輸送するように設計されている。しかしながら、バッフル１００の端部に如何なるバッフ
ル延長部も無い或る種の条件下で、ポリマー溶融物１０２がバッフル１０４の上を飛び越
える可能性が存在する。これは、ポリマーがバッフルを流れ落ちるとき、露出された上表
面上の液体が、バッフルによって形成された床に沿って流れるポリマーよりも速く移動す
るという事実に起因する。従って、ポリマー流がバッフルの底に達したとき、ポリマー流
は、ポリマーが離れるバッフル床の方に反り返る傾向がある。通常、これは、途方もなく
大きい量の水平移動にはならない。しかしながら、バッフル下部は急な角度で同じ方向に
傾斜しているので、ポリマーは、バッフルの長さよりも下のある距離で、この次のより低
いバッフルに当たるか又はこのバッフルを完全に飛び越え得る。図５ｂに於いて、バッフ
ル１００には１個又はそれ以上のバッフル延長部１０６が含まれており、バッフル延長部
は、図示されているように、流をバッフル１０４の上に向ける助けをする。従って、バッ
フル（トレイ）の底縁から伸びているロッド又はフィンガーからなるバッフル延長部は本
発明の増強である。ロッド又はフィンガーの間隔はポリマーの予想される粘度及び流量に
依存する。それらが結合しているバッフルから垂直下方に伸びているフィンガーは次のよ
り低いバッフル上のポリマー深さの予想される高さの不足を止める。これらのフィンガー
で、バッフルからのポリマーシートは、続くバッフルに向けられ、より多くの続くバッフ
ル表面積を利用する。
【００３３】
　図５ｃを参照して、バッフル延長部無しに起こり得る他の非最適ポリマー溶融物流が示
される。このシナリオに於いて、ポリマー溶融物１０２は、不連続方式（「雪玉」）でバ
ッフル１００を下方に進んで、従ってバッフル１００からバッフル１０４の方に流れてい
ることが観察される。落下する材料１０２がバッフル１０４に接触する場所で、材料の、
それ自身の上への幾らかの折り重なりが存在する。バッフル１０４の勾配と組み合わさっ
た、この折り重なりの程度は、示される不連続流になり得る。図５ｄは、どのようにして
、バッフル延長部１０６が、折り重なりが生じる程度を減少させることによってこの状況
を改善するかを示す。
【００３４】
　図５ｅを参照して、バッフル１００から流れるポリマー溶融物１０２の正面図(end-on 
view)が提供される。バッフル延長部の不存在で、落下する膜の幅は、ポリマー溶融物１
０２がバッフル１００の中央の方に引っ張られるので減少する。図５ｆに示されるように
、バッフル延長部１０６は、この影響を軽減する傾向がある。典型的には、１個又はそれ
以上のバッフル延長部は、それぞれのバッフルの底縁から伸びている複数個のロッド状突
起部からなっている。
【００３５】
　本発明の別の態様に於いて、１個又はそれ以上の前記のようなバッフルアセンブリモジ
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ュールを利用する重合反応器が提供される。図１及び６を参照して、重合反応器１２０に
は、バッフルアセンブリモジュール１０及び垂直に配置された格納手段１２２が含まれて
いる。ポリマー溶融物入口１２４が、外側シェル１２２の頂部１２６付近に取り付けられ
、そしてポリマー溶融物出口１２８が、外側シェル１２２の底部１３０付近に取り付けら
れている。更に、重合反応器１２０には、また、外側シェル１２２に取り付けられた蒸気
出口１３２が含まれている。最後に、重合反応器１２０には、前記のように、ポリマー溶
融物入口からポリマー溶融物を受け取り、そしてポリマー溶融物をポリマー溶融物出口１
２８の方に輸送する、バッフルアセンブリモジュール１０が含まれている。この態様の他
の変形に於いて、追加のバッフルアセンブリが重合反応器１２０内に存在してもよい。こ
れらの追加のバッフルアセンブリは、バッフルアセンブリモジュール１０と並べて及び／
又はバッフルアセンブリモジュール１０の下に重ねて置くことができる。重合反応器１２
０には、また、ポリマー溶融物を流体状態に維持するためのヒーター（図示せず）及び重
合反応器（図示せず）内の圧力を低下させるための真空ポンプ（図示せず）が含まれてい
る。真空ポンプは、典型的に、蒸気出口１３２を通して作用するであろう。特に、バッフ
ルアセンブリモジュール１０には、２個又はそれ以上の垂直に配置された、バッフルの列
２４～３４が含まれている。垂直に配置された列は、最高に配置された列２４、最低に配
置された列２６及び任意的に、１個又はそれ以上の、中間に配置された列２８～３４を有
する。更に、垂直に配置された列２４～３４のそれぞれの列には、ポリマー溶融物が、複
数のバッフルの１個のバッフルに接触したとき、ポリマー溶融物が重力下で下方向に移動
するように角度を付けられている、複数のバッフルが含まれている。最後に、列のそれぞ
れは、最低に配置された列２６を除いて、ポリマー溶融物を、より低い垂直に隣接する列
に輸送するように適合されている。
【００３６】
　本発明の更に別の態様に於いて、前記のバッフルアセンブリモジュールを使用する、ポ
リマー溶融物中の重合度の増加方法が提供される。本発明の方法は、ポリマー溶融物を、
十分な温度及び圧力で、バッフルアセンブリモジュールの中に導入することを含む。この
アセンブリの詳細は前述の通りである。この態様の方法は、ポリマー溶融物流を分割し、
その後、最高に配置されたバッフルの列をポリマー溶融物と接触させることを含む。次に
、任意的な中間のバッフルの列を、ポリマー溶融物と接触させる。最後に、最低に配置さ
れたバッフルの列を、ポリマー溶融物と接触させる。最低に配置されたバッフルの列の上
を通過した後、ポリマー溶融物は、バッフルアセンブリモジュールから流出する。バッフ
ルアセンブリモジュールから取り出されたポリマー溶融物は、有利には、ポリマー溶融物
をこのアセンブリの中に導入した時よりも高い重合度を有する。この態様の一つの変形に
於いて、反応温度は約２５０℃～約３２０℃であり、そして反応圧力は約０．２トール～
約３０トールである。
【００３７】
　効率のよい空間利用を達成するために、バッフルの列内の水平空間を、液体（即ちポリ
マー溶融物）の溶融粘度に適合させることができる。従って、粘度が、反応器の頂部から
底部の方に増加するとき、最小水平空間は、１列内の隣接するバッフルの間で増加するで
あろう。その結果、１列内のバッフルの数は、次のより低いバッフルアセンブリモジュー
ルについて、より僅かであってよい。従って、それぞれのモジュール内に使用される供給
物スプリッター設計は、１列内のバッフルの数に於ける任意の変化を考慮しなくてはなら
ない。また、それぞれのモジュール内に供給物スプリッターを有する設計によって、バッ
フルの配向を変化させること、例えば反応器中心線の周りに９０度回転している、次のモ
ジュール内のバッフルを有することが容易になる。
【００３８】
　同様に当然のことながら、複数のバッフルアセンブリモジュールを積み重ねて、ポリマ
ー溶融物のためのより長い流路を提供することができる。現在の例は、単一のモジュール
アセンブリの使用を例示するが、随意の数のモジュールアセンブリを使用することができ
る。必要なモジュールアセンブリの実際の数は、複数の要因に依存する。
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【００３９】
　本発明の態様を例示し、説明したが、これらの態様は、本発明の全ての可能性のある形
を例示し、説明することを意図していない。むしろ、本明細書中で使用した語は、限定で
はなく説明の語で、本発明の精神及び範囲から逸脱することなく、種々の変更を行うこと
ができることが理解される。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１ａ】支持構造体内の供給物スプリッター及び平行なバッフルの続く配列を示す、本
発明のバッフルアセンブリモジュールの一態様の断面図である。
【図１ｂ】本発明のバッフルアセンブリモジュールの頂部の供給物スプリッターボックス
の平面図である。
【図２ａ】本発明のバッフルアセンブリモジュールの斜視図である。
【図２ｂ】支持構造体の１個の壁を取り除いて内部バッフル配置を露出させた、本発明の
バッフルアセンブリモジュールの斜視図である。
【図３ａ】ポリマー溶融物がその上を流れるバッフル部分の側面図である。
【図３ｂ】供給物スプリッターを通過して、本発明のアセンブリ内の続くバッフルの上へ
の、ポリマー溶融物の流を示す図解図である。
【図４】本発明のバッフルアセンブリモジュール内で使用されるバッフルの間の空間関係
を示す線図である。
【図５ａ】ポリマー溶融物流がバッフルに当たり損ない得る機構を示す図解図である。
【図５ｂ】ポリマー流がバッフルに当たり損なう（図５ａに示すように）ことを防止する
ためのバッフル延長部の使用を示す図解図である。
【図５ｃ】バッフル上での不連続ポリマー溶融物流を示す図解図である。
【図５ｄ】不連続ポリマー流（図５ｃに示すようなもの）を防止するためのバッフル延長
部の使用を示す図解図である。
【図５ｅ】それがバッフルの間を落ちるときの、ポリマーシートの幅の減少を示す図解図
である。
【図５ｆ】ポリマーシート幅の減少（図５ｅに示すようなもの）を最小にするためのバッ
フル延長部の使用を示す図解図である。
【図６ａ】本発明のバッフルアセンブリモジュールを包み込む容器から構成された重合反
応器の側面図である。
【図６ｂ】ポリマー入口ノズル及びポリマー出口ノズル並びにガス除去用のノズルを示す
、本発明のバッフルアセンブリモジュールを含有する重合反応器の平面図である。
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